
これからの幼稚園施設の在り方について

～幼児教育の場にふさわしい豊かな環境づくりを目指して～

幼稚園教育要領の改訂、社会状況の変化等に対応するため、「学校施設の在り方に関する調査研究

協力者会議」（主査：上野淳首都大学東京学長）においてこれからの幼稚園施設整備の在り方と幼稚園

施設整備指針の改訂案をとりまとめ（平成３０年３月）。

①幼児自身の興味や関心に応じて様々な活動が展開される屋内環境整備

②自然との触れ合いや体を使った遊びができる屋外・半屋外環境整備

③障害のある幼児など特別な配慮を必要とする幼児に対応した施設整備

④教職員の活動を支えるための施設整備

⑤家庭や地域等との連携・協働を促す施設整備

⑥安全を確保しつつ自発的な遊びを誘発する施設整備

⑦教育活動の変化に対応できる施設整備

▷ 本に親しむ、見て触れて素材の良さや違いを感じることができる施設環境等

▷ 自然の中にある音、形、色等に気付くことができる空間づくり 等

▷ スロープや手すり、便所のバリアフリー対応等

▷ 職員室を情報交換の場として充実、休憩室をリフレッシュの場として計画等

▷ 近隣住環境に配慮した配置計画、通園路を様々な体験の場として設定等

▷ 主体性を引き出しながら遊びを通して危険を回避する力を身に付ける環境づくり 等

▷ 教育活動の変化や園児の生活習慣の違い等に柔軟に対応できる計画等

＜学校施設整備指針とは＞

学校教育を進める上で必要な施設機能を確保するため、施設計画及び設計における留意事項を

学校種ごとにまとめたもの。

・社会的状況の変化（少子化の進展、公共施設の老朽化 等）

・ 幼稚園施設をとりまく状況の変化（幼稚園数の緩やかな減少、施設の深刻な老朽化 等）

・ 幼稚園教育要領の改訂（育みたい資質・能力の明確化、主体的・対話的で深い学びの実現 等）

○現行の幼稚園施設整備指針に記載された基本的方針及び基本的留意事項は、

これからの幼稚園施設の在り方を考える上で、引き続き重要。

○その上で、幼稚園施設をとりまく状況の変化等を踏まえ「幼児教育の場にふさわ

しい豊かな環境づくり」「幼児教育の担い手を支え、家庭や地域と連携・協働を促す

環境づくり」「その他の施設的配慮」の観点から、これからの幼稚園施設の計画及び

設計における留意事項として充実が必要な７つの視点と幼稚園施設整備指針の

改訂内容を提示。

現地調査概要（幼稚園（７）、幼保連携型認定こども園（６）） 等
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